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1.はじめに 

接続詞は文、節、句、語などを繋ぐ機能を持っており、文章を作る上で非常に重要な役

割を果たしている。近年、出現頻度に着目し、コーパスに基づいた接続詞の使用実態に関

する研究が盛んになっている。髙野愛子と上村圭介(2017)は BCCWJ コーパスを使って、レ

ジスターによる接続詞の出現頻度の偏りを確認するため、χ2 検定を行った結果、接続詞

の出現とレジスターに関連があることを確認した。崔（2002)は中国語の文語体と口語体に

おける接続詞の使用実態を調査した結果、異なる文体に用いられる接続詞の使用頻度には

大きな差があると解明した。また、苏 (2002) は中国人が書いた中国語の論文（A）、中国

人が書いた日本語の論文（B）及び日本人が書いた日本語の論文（C）における接続詞につ

いて考察した結果、接続詞の使用率は A<B<Cの順になっており、日本人の方が文章を書く

際、中国人より接続詞の使用率が高いということを述べている。 

中国語教育の分野における日本人中国語学習者の接続詞の使用については、主に作文か

ら集めた誤用例に基いた接続詞の誤用分析（盧，2008）の研究は見られるが、接続詞の使

用に関する量的研究が少ない。陳（2013）は日本人留学生の HSK 作文を分析対象として、

中国人と比べて、日本人留学生が接続詞をより頻繁に使用していることに言及しているが、

陳（2013）は主に誤用分析を中心にしたため、接続詞の使用実態に関する量的考察を詳し

く行っていない。そこで、本研究では、自作コーパスを用いて、日本人中国語学習者（以

下は「学習者」とする）が書いた中国語作文における接続詞の使用実態について考察を試

みる。また、中国語母語話者（以下は「母語話者」とする）によって書かれた中国語作文

を比較対象として分析を行い、その違いを明らかにする。 

2.リサーチクエスチョン 

本研究では、以下のリサーチクエスチョンを立てて考察を行う。 

（1）接続詞の出現頻度については、学習者と母語話者の間に違いがあるのか。 

（2）接続詞の語彙多様性については、学習者と母語話者の間に違いがあるのか。 

（3）学習者の使用頻度が高い接続詞については、どのような傾向が見られるか。 



3.データの収集と処理 

3.1 データの収集 

本研究では、学習者が書いた叙述文を研究対象として取り上げる。具体的には、大阪大

学の中国語専攻に在籍しており、中級中国語作文授業を受講している大学 2 年生の日本人

と、上級中国語作文授業を受講している大学 3 年生の日本人が書いた中国語作文を収集し

てデータ化し、それぞれを学習者の中級作文コーパス（以下は「JP2」とする）と上級作文

コーパス（以下は「JP3」とする）にしたものを分析データとする。JP2 と JP3 には、それ

ぞれ 100 篇の叙述文テキストが含まれている。さらに、学習者の接続詞の使用と比較対照

するために、本研究では母語話者が書いた叙述文1（100 篇）も収集し、母語話者作文コー

パス（以下は「CHN」とする）にしたものを比較対象とする。 

3.2 データの処理 

（1）各コーパス内の作文テキストに対し、NLPIR2で単語分割とタグ付けを行う。 

（2）テキストごとの接続詞の出現頻度と種類について、Python で統計処理を行う。 

（3）出現頻度を一定の基準によって調整する（本研究の基準：千語数当たりの相対頻度） 

（4）統計検定を行う（検定手法：One-way ANOVA；有意水準 α：0.05） 

One-way ANOVA（1 元配置分散分析）は 3 群以上の対応のないデータに対して、

平均の差を検定する手法である。本研究では、主に One-way ANOVA の Post-Hoc 

Test3（事後検定）の結果を報告する。 

（5）R でデータを可視化する。 

4. 結果と考察 

4.1 頻度と種類  

表 1 の接続詞の総頻度を見ると、JP2 より JP3 と CHN のほうが接続詞を多く使用してい

るように見えるが、各コーパスのサイズが異なるので、コーパスから得られた総頻度をそ

のままでは比較できない（森，2018）。そのため、本研究は総頻度を千語数当たりの出現頻

度（総頻度÷総語数×1000）に調整し、相対頻度で比較する。また、Guiraud が提唱した R

値（R値＝Type／√Token ）を語彙多様性の指標として採用する。 

                                                             
1 母語話者の中国語作文は「99 作文网」に掲載されている高校 3 年生の中国人が書いた叙述文である。 

URL：https://www.jiujiuzuowen.com/category/gaosanzuowen.html 
2 NLPIR は中国語のテキストを分かち書きすることができるツールである。URL：http://103.242.175.216:197/nlpir/ 
3 本研究は One-way ANOVA を行った際に、「UNDERSTANDING THE ONE-WAY ANOVA」を参考にした。 

URL：http://oak.ucc.nau.edu/rh232/courses/EPS525/Handouts/Understanding%20the%20One -way%20ANOVA.pdf 

https://www.jiujiuzuowen.com/category/gaosanzuowen.html
http://oak.ucc.nau.edu/rh232/courses/EPS525/Handouts/Understanding%20the%20One-way%20ANOVA.pdf


表 1：各コーパスの基本情報 4 

  総篇数  総字数  総語数  
接続詞  

種類  総頻度 相対頻度 R 値  

JP2 100 40,652 28,212 50 988 35.02 1.59 

JP3 100 76,662 52,240 61 1,863 35.66 1.41 

CHN 100 99,907 72,826 81 1,266 17.38 2.28 

                
JP2 と JP3 において接続詞の相対頻度（約 35）は CHN（約 17）の約 2 倍ほどであるが、

接続詞の語彙多様性は CHN より低いということが分かった。これについて、JP2 と JP3 の

間、及び学習者（JP2、JP3）と母語話者の間に、統計的に有意かどうかの検定を行った。

表 2 は One-way ANOVA を行った Post Hoc Test の結果であり、図 1 は箱ひげ図5である。 

表 2：接続詞の相対頻度と語彙多様性についての統計検定 6 

One-way ANOVA 

N* 

相対頻度    語彙多様性 (R 値) 

Mean* Post Hoc Test (Sig.) Mean* Post Hoc Test (Sig.) 

 JP2 JP3  JP2 JP3 

100 34.43 JP2   1.68 JP2   

100 35.83 JP3 .683  2.03 JP3 .000  

100 17.16 CHN .000 .000 2.23 CHN .000 .005 

          注：N は作文の篇数であり、Mean（以下同じ）は平均値である。 

図１：相対頻度と語彙多様性の箱ひげ図  

表 2 によれば、接続詞の出現頻度は、JP2 と JP3 の間に有意差がなく（p=0.683>0.05）、

学習者（JP2、JP3）と母語話者の間に有意差があり（p=0.000<0.05, p=0.000<0.05）、学習

                                                             

4 本研究の R 値は種類（Type）を総頻度（Token）の平方根で割った値である。 

5 箱ひげ図(Boxplot) では、データのばらつきを分かりやすく表現することができる。点がファイル（本研究はテキ

スト）のことを表し、横軸にコーパス名、縦軸に比較項目の数値が配置されている。箱ひげ図により、比較項目に

おけるコーパスごとの違いが見られる。 
6 相対頻度の Mean は作文テキストごとの接続詞の出現頻度を千語数当たりの頻度をに調整し、その合計を篇数で割っ

た平均値である。語彙多様性の Mean は作文テキストごとの R 値を算出し、その合計を篇数で割った平均値である。 



者の方が接続詞を過剰に使用することが明らかになった。また、接続詞の語彙多様性は

JP2<JP3<CHN の順で、学習者（JP2、JP3）と母語話者の間（p=0.000<0.05; p=0.005<0.05）

及び学習者（JP2 と JP3）の間（p=0.000<0.05）において両方とも有意差があった。また、

図 1 の箱ひげ図の分布から明らかなように、学習者が母語話者より全体的に接続詞の使用

頻度が高く、上級になると接続詞の語彙多様性が増える傾向が見られるが、学習者の語彙

多様性は母語話者より低い。これにより、学習者の作文では限られた種類の接続詞が繰り

返し使用されていることが確認された。 

学習者は母語話者より語彙多様性が低いということが予想できるが、学習者の方が接続

詞の使用頻度が高いため、その原因を解明する必要である。中国語の複文の構造では、接

続詞がなくても文を繋ぐことが可能であるため（王，2009)、母語話者の作文には、接続詞

を使用しなくても文脈の前と後の関係を理解できるのが普通である。それに対して、学習

者の作文では、接続詞の誤用（例えば、例①）のほか、接続表現が必要ではない文脈（例

②、➂）においても接続詞は出現している。 

①现在已经开始了上网课，所以我也努力学习汉语。（JP3-1_002） 

（現在オンライン授業が始まりました。だから、私も頑張って中国語を勉強します。） 

②我跟爸爸和妈妈一起讨论留学的问题。（JP2-2_027） 

（留学のことについて私は父と母と話し合いました。）7 

➂今天我吃了酸辣汤面、炒饭、青椒肉丝、和小笼包，都很好吃。（JP2-2_028） 

（今日私は酸辣湯麺
サンラータンメン

、炒飯、チンジャオロース、と小籠包を食べました。全部美味しかったです。）8 

接続詞の正しい用法もはっきりマスターしていない学習者にとって、接続詞の省略の方

略がまだ分からないだろう。これによって、学習者が母語話者より全体的に接続詞を多用

してしまうのではないかと考えられる。 

4.2 種類別の接続詞 

word cloud では、テキストに高い頻度で現れている単語が大きいフォントで表示されて

いる（小林，2017）。各コーパスの接続詞の全体像を把握するために、word cloud で可視

化した図 2を提示する。図 3はコレスポンデンス分析の結果を散布図で表したものである。 

                                                             
7 中国語の“爸爸妈妈”は「お父さんとお母さん」の意味であるが、例②の文脈において、“爸爸妈妈”の真ん中に“和”

（と）を入れる必要がない。 
8 “和”の前に句読点を使用しないというのが文法のルールである。三つ以上の単語を並列に出現する場合、“A、B、

C”或いは“A、B 和 C”の表現が限定であり、“A、B、和 C”が正しくない表現である。 



 

  

 

 

図 2：接続詞の word cloud  

 

 

 

 

図 3：コレスポンデンス分析  

図 2 を見ると、JP2 は JP3 と似ているが、学習者（JP2、JP3）と母語話者の間に、全体

的に大きな違いが見られる。図 3 を見てみると、JP2 と JP3 がいずれも図の左側に位置し

ており、CHN が右側に位置している。図 3 の左側に位置する接続詞は JP2 と JP3 の特徴語

であり、右側に位置する接続詞は CHN に特徴的に出ていることを示している。このことか

ら、JP2 と JP3 は類似性があると解釈することができる。JP2 と JP3 における接続詞の使用

実態がよく似ていることが分かった。 

各コーパスにおける種類別の接続詞の頻度と割合を示した結果を表 3 に示す。 

表 3：種類別 9の接続詞の出現頻度と割合（ %）  

 

                                                             
9 NLPIR の「Chinese part-of-speech tag set」によって、「/cc」は並列関係を表す接続詞のタグであり、「/c」は並

列以外の接続詞のタグである。URL：http://103.242.175.216:197/nlpir/html/readme.htm 

 

 

 

http://103.242.175.216:197/nlpir/html/readme.htm


興味深いのは、使用頻度の最も高い 3 つの接続詞である。JP2 と JP3 における上位 3 語

の接続詞の種類と順位が同じであり、“和”（和訳は表 4 を参照）、“所以”、“但是”の総使

用率が接続詞総頻度の約 51％と 55％を占めているのに対し、CHN では“和”、“而”、“但”

の順で総頻度の約 38％を占めている。また、JP2 と JP3 における上位 10 位までの接続詞の

順位が少し異なっているが、接続詞の種類が同じであるということが明らかである。それ

に対して、JP2・JP3の上位 10 語のうち 7 種の語彙が CHNの接続詞の上位 10語に出現して

いるが、ほかの 3 語“而”、“与”、“还是”は JP2・JP3 の上位 10 語に出現していない。 

各コーパスにおける頻度別の接続詞について構成比を調べ、頻度が極めて高いとみなさ

れる上位 1 語(T1、T は Topの略)、5 語(T5)、10 語(T10)、また、中低位語とみなされる 15

語(T15)、20 語(T20)、25語(T25)、30 語(T30)などの累計構成比を求めた。図 4 を見ると、

JP2 と JP3 において、接続詞の累計構成比の変化が近似している。また、T1語からの構成

比率は、JP2 と JP3 が一貫して CHN を上回ることが確認され、T10 語以上になると差は次第

に縮小する。JP2 と JP3 には、高頻度とみなされる上位 10 語の接続詞が総頻度の約 80％を

占めているのに対し、CHNの上位 10語の接続詞は全体の約 6 割しか占めていない。従って、

学習者の作文で使われる接続詞の高頻度語比率が高いということが明らかになった。 

 

図４：累計構成比の変化  

4.3 高頻度接続詞 

JP2、JP3 と CHN の上位 10 語の接続詞は合計 13 種類があることが既に分かっている。こ

れら 13 種類の接続詞についての統計検定の結果は表 4 の通りである。さらに、『新漢語水

平考試（HSK）語彙10』に基づき、種類別の接続詞の難度の級別もラベル（L は Level の略）

で示している。例えば、並列関係を表す“和”は 1 級（最低レベル）の語彙である。 

                                                             
10 漢語水平考試（略称：HSK）は中国の教育部が認定する国際的な中国語の語学検定試験である。HSK の公式サイト

には、1 級（最低級）～6 級（最高級）で使用される語彙（5000 語）のリストは《新汉语水平考试（HSK）词汇（2012 

年修订版）》の名称で配布されている。URL：http://www.chinesetest.cn/godownload.do 



表 4：高頻度の接続詞についての統計検定（One-way ANOVA）  

 和訳  難度  
JP2 JP3 CHN Post Hoc Test ( Sig.) 

(Mean) (Mean) (Mean) JP2 vs.CHN JP3 vs.CHN JP2 vs.JP3 

和 と L1 10.01  8.10  2.94  .000
***

 .000
***

 .137 

所以 だから L2 5.23  6.95  0.42  .000
***

 .000
***

 .029
*
 

但是 しかし L2 3.73  3.18  0.64  .000
***

 .000
***

 .520 

可是 しかし L4 0.82  2.30  0.64  .797 .000
***

 .001
***

 

而且 しかも L3 1.51  2.00  0.16  .000
***

 .000
***

 .337 

不过 だが L4 0.73  1.61  0.11  .002
**

 .000
***

 .015
*
 

因为 なので L2 1.71  1.55  0.75  .013
*
 .002

**
 .891 

然后 そして L3 1.41  1.47  0.60  .017
*
 .004

**
 .984 

但 しかし L2 1.13  1.17  1.53  .183 .226 .905 

如果 もし L3 0.92  0.97  0.26  .017
*
 .000

***
 .983 

而 しかし L4 0.88  0.39  2.08  .000
***

 .000
***

 .069 

与 と L4 0.16  0.20  0.78  .000
**

 .001
**

 .812 

还是 やはり L3 0.09  0.16  0.44  .001
***

 .014
**

 .737 

                注：*p<0.05，**p<0.01，***p≤0.001。  

表 4 を見ると、学習者の方が過剰使用している上位 3 語の接続詞（L1・L2 級別：“和”、

“所以”、“但是”）は難度の低い語彙であり、学習者の方が過少使用している 3 つの接続

詞（L3・L4 級別：“而”、“与”、“还是”）は難度の高い語彙である。例えば、並列関係を表

す接続詞“和”と“与”に関しては、学習者は難度の低い“和”を母語話者より多く使用

するのに対し、難度の高い“与”をほぼ使用しない。図 5 から、これらの 6つの接続詞の

分布がコーパス間の比較によって明らかになった。学習者の作文では、難度の低い接続詞

が頻繁に使用されていることも明らかになった。 

 

図 5：接続詞別の相対頻度の箱ひげ図  

母語話者より、学習者の方が難度の低い接続詞を過剰使用し、難度の高い接続詞を過剰

使用している原因の一つは、語彙の難度だと考えられる。学習者にとって、難度の低い接



続詞を使用しやすく、難度の高い接続詞を使用しにくい。また、もう一つの原因は学習者

が使用した教科書に関係があると考えられる。本研究では、学習者が使用した作文教科書

における作文例文（それぞれ 7 篇）におけるこれらの 6 つ種類の接続詞の出現頻度を調べ

た。その結果、作文例文において難度の高い“而”、“与”、“还是”の相対頻度が低く、使

用例が極めて少ないということが明らかになった。教科書にあまり使用されていない難度

の高い接続詞については、学習者も詳しくないため、当然過少使用してしまうだろう。 

表 5：作文教科書の例文における 6 つの接続詞の相対頻度  

  和 所以 但是 而 与 还是 

JP2 の教科書 7.43  1.24  0.83  1.24  0.00  0.00  

JP3 の教科書 3.58  0.00  0.00  0.00  0.00  0.45  

       

5．おわりに 

本研究では、出現頻度に着目し、日本人中国語学習者の作文における接続詞の使用実態

を明らかにした。今後の課題としては、コーパスデータを拡大することと、叙述文以外の

作文（例えば意見文）における接続詞の使用状況を考察することである。 
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